
　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

、

「

変

わ

る

組

合

　

変

え

る

組

合

～

Ｍ

Ｐ

Ｕ

が

取

り

組

む

共

に

創

る

労

使

共

創

の

在

り

方

」

を

テ

ー

マ

に

、

三

井

物

産

労

働

組

合

（

Ｍ

ｉ

ｔ

ｓ

ｕ

ｉ

Ｐ

ｅ

ｏ

ｐ

ｌ

ｅ

Ｕ

ｎ

ｉ

ｏ

ｎ

）

の

井

上

潤

也

中

央

執

行

委

員

長

が

講

演

し

た

。

　

井

上

氏

は

冒

頭

、

同

組

合

は

、

２

０

１

２

年

に

は

組

合

加

入

率

の

低

下

や

執

行

部

の

担

い

手

不

足

な

ど

を

背

景

に

組

合

機

能

を

停

止

し

、

解

散

も

視

野

に

入

れ

る

よ

う

な

状

況

だ

っ

た

こ

と

に

触

れ

、

そ

の

原

因

と

し

て

、

組

合

員

ニ

ー

ズ

の

多

様

化

を

と

ら

え

た

サ

ー

ビ

ス

提

供

が

で

き

て

い

な

か

っ

た

こ

と

や

、

過

去

に

「

対

立

・

闘

争

」

を

前

面

に

出

し

て

い

た

労

働

組

合

の

組

織

イ

メ

ー

ジ

が

蔓

延

し

て

い

た

こ

と

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

そ

こ

で

、

組

合

で

は

、

２

０

１

５

年

に

会

社

側

と

ユ

ニ

オ

ン

シ

ョ

ッ

プ

協

定

を

締

結

し

た

こ

と

を

機

に

、

組

合

の

在

り

方

を

見

直

し

、

「

リ

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

、

「

顧

客

＝

組

合

員

」

と

と

ら

え

た

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

の

発

想

で

、

現

状

分

析

（

顧

客

ニ

ー

ズ

の

把

握

）

や

ブ

ラ

ン

ド

の

再

構

築

（

サ

ー

ビ

ス

の

変

革

）

を

実

施

し

て

い

っ

た

。

　

組

合

員

を

対

象

に

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

し

た

と

こ

ろ

、

従

来

組

合

が

取

り

扱

っ

て

き

た

「

評

価

」

や

「

報

酬

」

と

い

っ

た

テ

ー

マ

に

加

え

、

「

キ

ャ

リ

ア

」

に

関

し

て

潜

在

的

な

ニ

ー

ズ

が

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

　

ま

た

、

会

社

と

組

合

員

が

抱

え

て

い

る

課

題

と

し

て

、

「

経

営

や

人

事

、

直

属

の

上

司

と

組

合

員

の

間

に

距

離

が

生

ま

れ

て

い

る

こ

と

」

や

「

成

長

を

実

感

で

き

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

」

な

ど

を

把

握

し

た

。

次

世

代

の

執

行

部

の

担

い

手

に

も

魅

力

と

存

在

意

義

を

感

じ

て

も

ら

え

る

よ

う

、

「

デ

ー

タ

ド

リ

ブ

ン

提

案

型

」

に

組

合

活

動

の

活

動

ド

メ

イ

ン

を

再

定

義

し

た

。

組

合

で

取

り

組

む

テ

ー

マ

・

施

策

に

つ

い

て

は

「

変

革

エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

」

「

戦

略

パ

ー

ト

ナ

ー

」

の

方

向

へ

と

シ

フ

ト

し

た

。

　

執

行

部

の

組

織

改

革

で

は

、

活

動

コ

ン

セ

プ

ト

な

ど

を

再

定

義

す

る

と

と

も

に

、

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

、

自

律

的

キ

ャ

リ

ア

支

援

、

タ

レ

ン

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

等

へ

と

活

動

範

囲

が

広

が

っ

て

い

る

現

状

に

合

わ

せ

、

組

合

の

通

称

を

「

Ｍ

ｉ

ｔ

ｓ

ｕ

ｉ

Ｐ

ｅ

ｏ

ｐ

ｌ

ｅ

Ｕ

ｎ

ｉ

ｏ

ｎ

」

に

変

更

し

た

。

ま

た

、

多

様

化

す

る

組

合

員

ニ

ー

ズ

を

タ

イ

ム

リ

ー

に

把

握

し

、

サ

ー

ビ

ス

提

供

や

会

社

へ

の

提

案

に

つ

な

げ

る

た

め

の

デ

ー

タ

ド

リ

ブ

ン

組

織

（

外

部

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

や

専

門

家

も

起

用

）

を

組

合

内

に

つ

く

っ

た

。

　

組

合

の

「

戦

略

パ

ー

ト

ナ

ー

」

と

し

て

の

取

り

組

み

で

は

、

外

部

の

デ

ー

タ

ア

ナ

リ

ス

ト

と

連

携

し

、

各

組

織

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

ス

コ

ア

や

各

組

織

リ

ー

ダ

ー

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

能

力

を

見

え

る

化

し

、

全

社

に

配

信

す

る

こ

と

で

現

場

の

組

織

改

善

を

促

進

し

て

い

る

こ

と

や

、

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

に

基

づ

き

、

キ

ャ

リ

ア

研

修

等

の

実

施

を

会

社

に

提

案

す

る

。

独

自

の

キ

ャ

リ

ア

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

い

る

こ

と

、

本

部

ご

と

の

個

別

事

業

戦

略

や

人

事

戦

略

に

つ

い

て

本

部

長

対

談

を

実

施

し

、

対

談

結

果

を

踏

ま

え

、

全

社

経

営

方

針

に

つ

い

て

社

長

対

談

を

実

施

し

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

井

上

氏

は

最

後

に

、

「

時

代

に

よ

っ

て

労

働

組

合

の

在

り

方

と

い

う

も

の

は

変

わ

る

。

意

見

集

約

だ

け

で

な

く

、

そ

の

時

々

の

組

合

員

及

び

会

社

の

ニ

ー

ズ

を

数

字

で

把

握

し

、

提

言

と

つ

な

げ

る

こ

と

が

肝

要

だ

。

労

働

組

合

は

会

社

の

中

長

期

的

発

展

に

必

要

な

も

の

だ

と

信

じ

て

取

り

組

ん

で

い

る

」

と

述

べ

た

。


